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野木沢加工所「ふじわちゃん」本格始動 （野木沢駅前広場） 
   

野木沢まちづくり特産品部会「ふじわちゃん」が４月４日（土）にグランドオープンしました。  

開催式には役員・委員が多数参加し、オープンを楽しみにしていたお客さんの中には遠方から 

来られた方もおりました。サービスで提供されたけんちん汁も格別でした。 

    
      お祝いを述べる円谷県議        お目当ての野菜や加工品をもとめるお客さん 

  時期的に野菜類は少なかったのですが、３５束用意したアスパラなどは販売開始と同時に売 

り切れるという盛況さで、加工品の漬物はじめおはぎ、おこわなどの販売総個数は３０５個で 

した。オープンに際し奔走された委員のみなさん、部会のみなさん大変お疲れ様でした。 

 なお、５月～１１月の朝市開催予定日は、各月の第１・第３日曜日となります。  
 

今後の経営上の課題？ 
   

生産販売活動を安定的経営で持続するには、いくつかの克服すべき課題があります。 

 通年的な生産活動の継続（間断ない原材料の調達）、販路の確保、人件費を含む採算性のある 

 商品開拓などがあてはまります。とくに地域手づくりの事業であれば、地域のみなさんの知恵 

 と情報を大事にしなければなりません。 

  他地区からも大きな関心を寄せられている生産事業であり、経営基盤の確立に向けた初期段 

階でもありますので、地域のみなさんのさらなる応援をお願いいたします。 
＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ 

５月の行事予定 
 ７日（木） ・自治センター運営協議会 １８：３０～ 

 ９日（土） ・交通安全野木沢分会全体役員会  １９：００～ 

１２日（火） ・防犯協会野木沢支部総会 １９：００～ 

  １３日（水） ・ミニディサービス「のぎさわの会」 ９：００～    

１６日（土） ・野木沢小学校春季大運動会 

  ２４日（日） ・中野地区 藤田城整備      ・ 

２８日（木） ・中野長寿会総合スポーツ大会 

３０日（土） ・地区まちづくり「アート田」 田植え    

３１日（日） ・曲木地区第３６回区民第運動会 

野木沢 
自治センターだより 



    ミニディサービス『のぎさわの会』総会報告  

４月８日（水）の総会には６８名のみなさんが出席し、役員会および全体会を経て諮問した 

 平成２７年度の事業計画（案）と予算（案）は全会一致で承認されました。４月の「お花見」 

 に始まり、来年３月の「雛まつりと交通安全教室」にいたる１２回の開催事業を、地域支え合 

 いの優しさをもって実践していこうというものです。 

  また、役員改選に伴う会長職は、二瓶文夫さんから曲山泰和さん（区長会長）に引き継がれ 

ました。  

   
      （総会での討議の様子）         （今出川の桜の下で楽しい昼食 4月 15日） 
 

  総会に出席された保健センターの小松広江所長から、改めて次のメッセージが自治センター 

 に寄せられましたので紹介いたします。 
 

「日頃より、野木沢地区のミニディ開催に向けて、行政区役員はじめ、民生委員、保健協力員、ボラン 

ティアの方々の大なるご協力をいただき開催できていることに改めて感謝申し上げます。 

   先日の総会では、現役世代の方々があれだけ大勢集まり、真剣に協議されていることに対してみなさま 

の温かさや優しさを強く感じました。 

  本町では、核家族化が進み一人暮らしや高齢者世帯も増えてきていますが、これからは益々若い人達 

と同居するのが難しい時代になってきています。特別なことでなく親世代・高齢者の普段の暮らしの困り 

ごとが分らないということが増えてきます。まずは自分で、その次は家族が、そして地域での支え合いが 

その人の生活を支えることになります。 

   このような集まりの場や地域で支えてくれる仕組みができていくと、参加者に喜ばれるだけでなく、次 

の若い世代の地域のつながりに役立つ取り組みになるものと思います。そしてまた、「老い」や「認知症」 

について地域のみなさんで学んでいくことで、住みやすい地域づくりにつながっていくものと思っています。 

  お忙しい中、ご協力いただきましてありがとうございました。」  

（保健センター所長・小松広江） 
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   交通安全野木沢分会情報   
   

  ４月１０日（金）に実施したシートベルト着用啓蒙活動には、野木沢分会から２０名、 

 警察署員５名、母の会２名、自治センター２名の２９名が参加しました。 

  実施場所はＲ１１８号線の中野矢ノ内地内で、午前１０時～11時までの 1時間。この間 

 の上下線車両通行台数とシートベルト着用状況を母の会が調査しました。結果、総車両数 

 は８４３台（大型 168台、普通車 675台）でシートベルト無着用は 1台でした。この時間 

 帯からしてこれだけの交通量があるということは、それだけ危険性も潜んでいることです。 

  野木沢分会（曲山正徳分会長）は、今後も地域のみなさんの協力をえて、交通安全意識 

 の高揚を図っていきたいとしています。 

   
 活動開始前の綿密な打合わせ  この姿勢で 1時間立ちつづけた人も   交通量をしっかりと調査 

 


